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言動が消極的…
　言葉の数や表現の種類が

限られている…

コンテスト作品鑑賞とデザインの進め方

①付箋紙記入・鑑賞のルール確認
②個々に、感じたことを付箋紙に書き出す
③班で、記入した付箋紙を視点別にまとめ、
理由も共有する
④各班の代表者が学級全体に発表する

⑤鑑賞の視点を
デザインの視点に
置き換えて考える

小庭園制作中間発表　（制作者として発表する立場と、他班の作品を鑑賞し提案する立場の２つの役割で取り組む）

●付箋紙を用いた活動 ⇒●全員が個々に考えた上で、
●個人活動後のグループ活動 必然的に全員参加の意見交流が実現した

●活動規模や内容を
段々とレベルアップ ⇒●抵抗なく自らの意見を言葉と絵で表現できるようになった

●固定班で繰り返して活動 ●テーマ並びに設計意図をもち制作にあたることができるようになった

◆実態把握・ルール設定・環境づくりなど教師側の事前準備が重要

グループのメンバーを固定して
アクティブ・ラーニングを繰り返す

班毎での小庭園制作に向けて
　・テーマ設定時に４時間
　・デザイン計画・設計時に２時間

付箋紙・マインドマップ
を活用した活動
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①付箋紙記入・鑑賞の視点やルール確認
　２つの異なる立場の役割確認

個人用ワークシートの一部

個人 学級班

②個々に、イメージスケッチの鑑賞
③発表及び発表を受けての個々での鑑賞

④鑑賞者として、
班で、付箋紙に書いた意見をアドバイスシートに
理由と共にまとめ、他班へ提案する準備をする

鑑賞者として、
感じたことやその理由についてできる限り
たくさん付箋紙に書き出す

発表者として、
設計中のイメージスケッチを用いてプレゼ
ンテーションを行う
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【成果】

【実践１】

【実践２】

・造園空間のデザイン設計 活発な意見交流
・班で話し合い進める場 　　が期待される
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【課題】

【生徒の実態】

【目指す生徒像】


